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広報

実リの秩/いろんな作物の収穫が初まって

います。

竹松幼稚園 (渡辺和夫園長 .61人)では、秋

を代表するいも掘りを楽しみました。

鬼橋町の宮原寅作さんの好意により行われ

ているもので、、園児たちは 、小さいのから大き

いのまで、たくさんのおいもを掘リ出し 、その

度に歓声が、あがりました。

焼いもつふかしいも?、早く食べたいね/

( 10 '13鬼橋町)
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若
い
情
熱
/

と
き
め
き
の
未
来

ー
青
年
会
議
所
創
立
初
周
年

l

芝山主宮崎策…福←二 氏姉妹都市親善10周年記念大村市・角館町

さbやかな調べをあなたに

秋田県・角館中学校

ウインドミルオーケストラ演奏会

この秋、

企超満員で埋ま った鈴木健二氏の講演

( 1 0/8・市民会館 )

大
村
青
年
会
議
所
(
リ

J
C
、
石
坂
和

彦
理
事
長

・
白
人
)
は
、
日
月
5
日
で
創

立
初
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

J
C
は
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
、
企
画

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
ふ
る
さ
と
大

村
の
ま
ち

ε

つ
く
り
を
目
指
す
た
め、

H

レ
ッ

ツ

・
キ
ャ

ッ
チ
と
き
め
き
の
未
来
を
。

を
叩
周
年
の
テ
i
マ
に
か
か
げ
、
色
々
な

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
皮
切
り
と
し
て
、
山
月
8
日
、
H

生

活
再
発
見
u

を
テ
l
マ
に
し
た
、
鈴
木
健

二
氏
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
玄
関
前
に
は
、
大
村
の

-1 
凋-・医=調.

若いエネルギーで乗りに乗った “ミュージヅク

フェスタ '890M U R A N" (弘・市民会館)

H

と
き
め
き
の
未
来
u

を
象
徴
す
る
記
念

碑
の
建
立。

若
者
の
音
楽
文
化
の
創
造
を

目
指
し
た

H

ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
エ
ス
タ
約

オ
オ
ム
ラ
ン
々
や
「
J
C
ま
ち
手
つ
く
り
白
書
」

「
ア
メ
ニ
テ
ィ
大
村
を
め
ざ
し
て」

の
発

刊
な
ど
、
今
、
若
い
情
熱
が
注
が
れ
て
い

ま
す
。

第 守回 午後2時-4時 (中学生対象 ) 入場無料

出演団体 ・角館中学校 ウインドミルオ ーケストラ

-市 内中学校 ブラスパン ド (西申 ・桜ヶ原中 )

・大村少年合唱団

第2回 午後6時-8時(一般対象 ) 入場料 300円

出演団体・ 角館中学校ウインドミルオーケスト ラ

-市内中学校ブラスパン ド (西中 ・桜 ヶ原中 )

・カトレアコーラスグルーフ

主催・ 角館中ウインドミルオーケストラ 大村演奏会実行
ラた EヨメZ、
吉丈主司 ヱミ

問い合わせ・ 大村市ま ちづくり 推進室

市民会館1 1月4日(お

L 

司自
U
D砂
只
vmω
訪
問
ω句
⑭
匂

3

2-

ー

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
・
高
度
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

ー

大
村

ハ
イ
テ
ク
パ

!
ク

(池
田
2
丁
目
)

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た、

県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
と
、
併
設
の
ナ
ガ
サ
キ

・
高

度
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、
日
月
幻

日
か
ら
操
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

入
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
技

術
革
新
が
進
む
中
、
よ
り
高
度
な
技
術
力

の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
、
地
域
企
業
を

支
援
す
る
、
中
核
的
施
設
と
な
り
ま
す
。

開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
産
学
官
の
共
同
研

究
や
技
術
開
発
な
ど
の
促
進
を
図
る
た
め

の
施
設
で
、
ナ
ガ
サ
キ

・
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス

財
団
が
運
営
し
ま
す
。

ま
た
、
同
施
設
に
は
、

発
明
協
会
と
溶心得ごむコスモス通り

接
協
会
も
入
り
、
今
後
に
期
待
が
か
か
り

ま
す
。

J
R
大
村
駅
構
内
東
側
(
小
佐
古
町
内

側
)
約
2
0
0
m
に
、
コ
ス

モ
ス
が
咲
き

誇
り
、
J
R
利
用
者
や
道
行
く
人
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ス
モ
ス
通
り
は
、
小
佐
古
町
の

青
壮
年
部
の
皆
さ
ん
が
、
通
り
道
に
そ
っ

た
駅
構
内
の
空
地
を
、
「
荒
ら
さ
ず
に
何

と
か
環
境
美
化
で
き
な
い
も
の
か
」
と
の

考
え
か
ら
自
主
的
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、

子
供
会
や
町
内
会
の
協
力
も
得
て
、
今
年

で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

花
は
私
た
ち
を

H

ホ
ッ
u

と
な
ご
ま
せ

て
く
れ
ま
す
ね
。

企
写
真
は、

環
境
美
化
に
汗
を
流
す
小
佐
古

町
青
社
年
部
と
町
内
役
員
の
皆
さ
ん

(
J

R
大
村
駅
構
内
)

高度技術の向上と地域技術の結集を目指す県工業技術

センター同と高度技術開発センター

(大村ハイテクパーク・池田2丁目)



天
吉
岡
く
¥
さ
わ
や
か
な
天
気
。
夏
パ
テ
も
い
え
て

馬
肥
ゆ
る
秋
¥
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。

市
内
各
地
で
は
¥
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
¥
レ

ク
リ
工
l

シ
ョ
ン
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
あ
|
¥
体
力
作
る
な
ら
今
、ガ
チ
ャ
ン
ス
、
あ
な
た

も
何
か
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
運
動
会

V 

三浦から松原まで、

大集合
?べ?ソク競走やリレ一、ダンス¥そして趣向を

)疑5した応援合戦などで、ハッスルしましだ。

C%・市民体育館〉

8t也区の婦人会の皆さんが

より

企
し
つ
刀
り

l
M

(児

・
市
営
陸
上
競
技
場
〉

市
内
の
叩
小
学
枝
と
ろ
う
学
授
の
5

4

j

6
年
生
、
か
参
加
、

7
0
0
m
競
走
か

語
ら
リ
レ
l
¥
走
り
吉
岡
跳
な
ど
が
行
わ
れ

ω
ま
し
芝

D

』
他
授
と
の
競
技
に
¥

4

入
り
ま
す
。

企 r 宇な歓声士、ひずずナ ft

(~ .旭ガE小学校運動会より )

10月オ巴は¥ほとんどの小学校¥

釦稚園合同の運動会ガ行われまし

だ。

ここ旭ガE小学校でも¥
100m競走、ダンス、 PTA
I也区対抗リレ一、組体操

などでにぎわいましだ。

優勝・ソフトボーjレ・・・水田

・バレーボーjレ・・・木場

・綱引き(男)日泊A、(女)溝陸

市連合婦人会レクリェ ーション大会

(%・市営球場ほか〉

各地区の代表による 、ソフトポール
(男子)とバレーボール(女子〉による
熱戦ガ・..，

また¥力と力の根くらべ、綱引き競

技も行われましだ。

応
援
に
も
熱
、
か

スポ少バレ ーボール大会

h
F

ナ
J

ス
一
〆
タ
l

ク
F

(
%
1
日
・
市
民
体
育
館
〉

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
学
生
、

男
・
女
ぬ
チ
l
l
ム、ガ
参
加。

優
勝
・
:
聞
朝
風
(菅
一
瀬
)、関
下
諏
訪中学生サ ッ力一大会

綱引き(玖島中学校)

J

込-

k

コ
レ
ま
.
刀
こ
?

〈
%
・
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内

市
営
サ
ッ
カ
ー
場
〉

手
と
遣
っ
て
¥
足
で
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
は
¥
ち
ょ
っ
と
勝
手
、
ガ
違

う
か
な
。

優

勝

郡

中

一 3-

" 



-
火
事
か
毅
急
か

・
場
所
は

-
大
き
な
目
標
は

・
何
が
焼
え
て
い
る
の
か

(
病
人
・
け
、ガ
人
の
状
態
は
)

-
あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
は

と
か
く
あ
わ
て
が
ち
で
す
、
自
宅
の
住
所
な

ど
を
小
さ
な
メ
モ
に
し
て
、
電
話
機
の
前
に
は

っ
て
わ
く
と
便
利
で
す
。

※
1
1
9
番
は
緊
急
電
話
で
す
。

火
災
な
ど
の
間
合
わ
せ
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
(
宮
(⑪
1
1
9
0
)
へ
。

見
昌
国
自
国
内
改
守
口
ヨ
す
ね
号

ー

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
・
労
金
大
村
支
庖
図
書
購
入
費
寄
贈

1

住
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
、
住
民
と
消
防
と
の
意
思
疎
通

・
相

互
交
流
の
場
と
し
て
「
1
1
9
番
の
日
」
を

設
け
ま
し
た
。
消
防
に
対
す
る
正
し
い
理
解

と
認
識
を
涼
め
、
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

=ーへへも番の巴 ・ベベ日98="

4-

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
(
細
川
咲
枝
会

長
、
お
人
)
は
、

9
月
幻
日
、
児
童
図
書
の
充

実
に
と
、
日
万
円
相
当
の
図
書
購
入
費
を
市
立

図
書
館
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
印
年
度
か
ら
毎
年
贈
ら
れ
て
い
る
児
童

図
書
は
、
昨
年
ま
で
で
凶
冊
に
も
な
り
、
「

ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
文
庫
」
と
し
て
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
労
働
金
庫
大
村
支
庖

(北
野
秋
義

支
庖
長
)
も
、
夏
越
ま

つ
り
に
出
庖
し
て
得
た

売
り
上
げ
益
金
を
、
子
ど
も
た
ち
の
役
に
立
て

よ
う
と
同
日、

5
万
円
相
当
の
児
童
図
書
購
入

費
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

昭和60年から、毎年児童図書を贈られているソ口

プチミスト大村の皆さん(括・ 市役所)

H
4
1
4
9番
あ
な
た、か

通
報
す
る
と
き
H

下
記
の
要
領
で

だ
さ
い
。

ハ
ツ
キ
リ
と
通
報
し
て
く

大村消防署警防係長、山崎倉雄さんに、

119番通報について尋ねてみました。

-軽傷や熱発など、明らかに必要とは思

われない救急車の利用によって、本当に

必要な時に間に合わない事があります。

もう一度、よく考えてほしいと思います0

・1件の火災について 、300-----400件の問

い合わせがありますが、現場や関連機関

との連絡ができなくなり 、消火活動など

に支障をきたします。必ず専用のテレホ

ンサービス (官⑪1190)を利用してくだ

さい。

・そのタトに、いたずら電話や、間違って

110番通報するケースもあり ます。

4

司
指
令
室

目
時
間
体
制
で
市
民
の
安

全
を
守
り
ま
す
。‘.，d

 

こんなことは止めましょう

楽
し
い
職
場
は
保
険
か
ら

ー

雇
用
保
険
の
適
用
が
伍
大
さ
れ
ま
し
た

l

適
用
の
対
象
と
な
る
の
は
、

@
1
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
幻
時
間
以
上
お

時
間
未
満
の
人
。

⑪
反
復
継
続
し
て
1
年
以
上
の
雇
用
が
見
込
ま

れ
る
人
。

の
年
収
が
卯
万
円
以
上
見
込
ま
れ
る
人。

な
お
、
被
保
険
者
で
、
1
週
間
の
所
定
労
働

時
間
が
お
時
間
未
満
の
人
は
、
職
業
安
定
所
に

新
た
な
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
と
失

業
給
付
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所

(
宮
②

2
1
0
1
)
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入
は
お

済
み
で
す
か
!

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
作
り
と
安

定
し
た
事
業
経
営
の
う
え
か
ら
も
必
要
な
保
険

制
度
で
す
。
ま
だ
、
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
雇
用
保
険
の
適
用
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

雇
用
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
叩
月
1
日
か

ら
短
時
間
就
労
者
(
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
)
の
雇

用
保
険
の
適
用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

秋の全国火災予防運動

重点目標 ・高齢者、身体不自

由者等を中山とし芝防火安全対

策の徹底

・地域 ・家庭lこおける防火対策

の推進

・不特定多数の人が出入りする

防火対象物等に係る防火安全の

確保

・消防の時間を設定…期間中午

後8時にT分間サイレンを鳴ら

します。

※火災予防運動の初日、午前8

時に訓練の疋め演習招集サイ

レンを鳴らします。

15砂-6秒休止 15秒

※防火の相談は、大村消防署

(fi⑫4138)へどうぞ。

11 月 9 日 ~15日



個人年金に頼るから国民年金をやめたいQ. 

私の知りあいの奥さんで、「老後は個人年金

に頼るから国民年金をやめる」という人がい ま

すけど、そんなこ とできるのですか?

A. それはできません。薗民の義務

ですから一

国民年金は法律で定め られた制度で 、任意 ん爪ロパ
加入被保険者を除いて 、個人の意思に関係な川被 Yー
く全員が強制加入です .1'~ え~rω
近年、民間の個人年金や生命保険等に加 / ‘ 

険料を滞納する人がいらっしゃる ようで ，) ~.!!l .1' 受けられないか ?
すが 、再三の説明・督促等に も応 じない f 

" 私の友人で f25年間加入して
場合は、財産差押 え等の強制執行を受け 11(1 年金を受けられるから 、もう保

ることもあり ます O f 険料を車内めなしりという人がい

国民年金は、誰でも等しく築く義務 rf るんですが… ・?

もに 、みんなの保険料が年金を受 11 l' は誤りです
jけている方々の生活を支えてい f 

tI これは大きな誤りです。たしかに25年
。ることも、お;忘れないようお願 J 
¥ 'cV "- '- V '¥ 4J ，~，， 11 L-'d，. V ' d-- ) .-:JJ1.rJ:fl /'加入すれば、老齢基礎年金を受ける資格

iいします 。 J" はまでき ますが、満額の老齢基礎年金は4ωO 

，/ 年問、保険料をきちんと納めた人しカか、

¥¥ /'一イ♂一γてプ過温-‘ (1 受けられません。保険料をi滞帯納した人は

(圃冨悶即)材濁'.'jff その分だけ減額されま討す。つ汁ま り1、加入

i陀蛇ヱF守， ijjf1--戸F 司‘恥 ιべヨP ' 礎年金しか受けられなくな ります。

‘ fづ / II~ 65歳からの平均余命 (男16.12年、女

、 ~ ------.;.J I J 19 . 67年)をみても、 一生のうちには大

きな差がつく ことになります。

年
金
に
関
山
は
あ
る
け
れ
ど
¥
年
金
制
度
は
複
雑
で
難

解
だ
し
¥
わ
ざ
わ
ざ
市
役
所
や
社
会
保
険
事
務
所
に
行
っ

て
¥
尋
ね
て
み
る
の
も
少
し
ば
か
り
気
お
く
れ
す
る
と
い

う
入、か
案
外
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
¥
相
談
業
務
に
お
い
て
よ
く
あ
つ
だ
ケ
ー
ス
を

も
と
に
¥
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
み
ま
し
だ
。

60歳からでも年金は受けられるか?Q. 

老齢基礎年金は r60歳からでも 受けら

れる」 と聞いたのですが本当でしょうか 7

できます。 ただし、制限があります

老齢基礎年金の支給開始年齢は65歳で

すが 、60歳以上65歳未満の問に繰り上げ

て、減額された年金を受ける ことができ

ます 。また 、66歳以後、 希望するときに 、

増額された年金を受ける こともでき ます 。

ただし 、繰り 上げ支給を受けると 、次

のような制限があ りますので ご注意く だ

さい 。(別表 1) 

一一らA
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歳

地

i

m舘

一口一
%
一叫

は

到

一%一
蹴
一望
的
一E

U
J
二
日
一6
一一

一

取

…
一
一
一一

一

切

歳

歳

歳

歳

歳

工
豆

一円
U

1

ょっ
u

q
u

A
せ

I

-

紅一

.

繰
上
げ

-

r凶
歳
か
ら
繰
り
上
げ
て

康

年
金
を
受
け
る
と
:

日
刀

A. 

65歳までは ご主人の遺族厚生年金と

選択になり ます 。

あなたの特別支給老齢厚生年金は65

歳まで受けることができません 。

あなたは生涯 、障害基礎年金は受け

られ ません O

生涯を通して年金額が減額されます 。

寡婦年金を受けている 人は 、受給権

が消滅し ます O

65歳 | 100%I 

歳
歳
最
歳
歳
一

ハ

b
勺

i
o
O

Q
d
n
U
一

-
ー
繰
下
げ

1
.

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

ご
利
用
く
だ
さ
い

9
月
ロ
日
か
ら
の
大
雨
に
係
る

災
害
復
興
住
宅
資
金

今
年
9
月
ロ
日
か
ら
の
大
雨
で
住
宅
に
被
害

を
受
け
た
人
に
融
資
を
行
い
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ

い。

融
資
条
件

。
建
設
及
び
新
築

・
中
古
購
入
資
金
:
・
建
物
の

5
割
以
上
の
被
害

。
補
修
資
金
:・

ω万
円
以
上
の
被
害

金
利

年
4
・お

%

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庫
取
扱
銀
行

市
内
住
宅
金
融
公

-5-

主主場/畏崎選訟が筏国際観光埠頭、
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.3市6町で共同事業

(% ・太良町・ 健康の森公園)
第 4回を迎えた 、多良岳サミ ッ トが、

健康の森公園 (太良町)で開かれま した。

長崎-佐賀両県の 3市 6町から 、市 ・

町長、助役 、県議 、市議など約50人が出

席。自然保護や観光開発など、共通の話

題である 「多良山系リゾー卜構想」なと

について協議されました。

~ 

JfJfi-IL4 
~，，~ -u五ベL Lf→ Lシ¥

片;与い?k
qTZ;JJZV 
予三う年三回心

-f (γ 長崎空荒い

が幸せL1と返って主主げ争色

村会いやLJL?三羽根表 向 わ

0-1うン
L 加 惇の有帰品納長

l 
けて宇品、z人のスチレ

、

、、一平d

仔

hv県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
鬼
橋

(写
真
は
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た

鬼
橋
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
)

川
月
5
日
、
県
内
か
ら
各
予
選
を
勝
ち
抜
い

て
き
た
関
の
強
豪
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
わ
れ

た
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

(開
催
地

・
長
崎
)

で
、
鬼
橋
チ
ー
ム
が
み
ご
と
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

勝
因
は

「日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
し
切

っ
た
こ
と
と
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
」
と
の

こ
と
で
す
c

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

向陽高校と姉妹校のオーストラリア
ブリミベーンにある

サマービノレ ハウ戸高校の女生徒ら
23人が9月21日、市役

所を表敬訪問 (写真)しました。

松本市長は 、歓迎のあいさつの後、大
村p歴史や現況などを説明しました。

固さんは 、春休みを利用して訪問され
ましたかι滞在中は生徒らの家庭などで

長 江江? し日本語や文化などを

久¥
一、:
ぶ、¥

な -;&.、 T

A 各家庭で文化などを研修

.10周年を迎えたコミセン活動

(%，，"，"， 16臼・市コミセン)

日ごろの活動成果を発表する「第10口
コミセンクソレープ発表会」が10月14日か
ら3日間、市コミセンで行われました。

総勢80余団体約1500人の会員による 、
歌 、踊 り、ダンス 、楽器などによる舞台

発表の部と 、書、写真、彫刻などによる展示
発表の部などで賑わいました。

- 6-

h
F
ル
ー
ル
は
守
り
ま
す
/

(
%
・
市
農
協
グ
ラ
ン
ド
)

9
月
引
日
;
叩
巴
ま
で
行
わ
れ
た
、
秋
の
〈
王

国
変
通
安
全
運
動
。

期
間
中
、
突
通
安
全
協
会
で
は
、
車
両
パ
レ

ー
ド
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
市
長
も
行
っ
た

街
頭
立
哨
、
位
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
、
交
通
安

全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

(写
真
)
な
ど
を
行
い
¥

突
通
安
全
の
意
識
向
上
と
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。



(、

マイホームを建てられた皆さんへ

個人住宅建設資金 利子補給金交付申請を
ヨCB包~O@@

~昌吉安値(þt]守

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
の
た
め
、

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ

1

0
 

3ν
 対

象

今
年
4
月
1
日
以
降
、
住
宅
建
設
資
金

の
融
資

(
3
0
0
万
円
以
上
。
た
だ
し
1
か一昨

8
月
に
お
預
り
し
ま
し
た
、
老
齢
福
祉
年
金

の
証
書
を
交
付
し
ま
す
c

交
付
日
及
び
場
所

。
日
月
日
日
開
1
げ
日

ω
:・各
出
張
所

・
保
険

年
金
課

O
U
月
幻
日

ω
j
-・保
険
年
金
課

持
っ
て
く
る
も
の

国
民
年
金
証
書
保
管
証
、

印
鑑¥ 

ノ

証書交付H 月 Hから 月 Hまで各出張所

月 Hから 市役所保険年金課

殿

上記の同民年金証書を保管しま した 。

H 

ーィ
ヲY、

市役所

出張所

証

一

管

一

書

一

証

一

金

一

年

一

民

一

名

一
番

一

様

一堂
百一

A
Z

「
J

大村太郎

月

松 本

崎

年平成

大村市長

読書交付場所

の
融
資
に
限
る
)
を
受
け
て
、
市
内
に
向
ら
居

住
す
る
た
め
の
住
宅
の
新
築
(
未
使
用
の
新
築

住
宅
の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改
築
を
行
っ

た
人

利
子
補
給
の
額

年
間
2
万
円
を
上
限
に
、
借

λ
額
ご
と
に
設
定
し
ま
す
。

利
子
補
給
期
間

最
初
の
償
還
月
よ
り
払
か
月

申
請
手
続
き

所
定
の
申
請
書
に
①
借
入
名
義

人
の
住
民
票
②
家
屋
の
登
記
簿
謄
本
の
写

③
返
済
予
定
表
1
枚
目
の
写
を
添
付
し
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
c

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る

商
工
観
光
課

ー
税
を
知
る
週
間

税
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の

整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

私
た
ち
が
豊
か
で

安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
幅
広

い

分
野
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
税
は
、
私

た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う
限
り
、
ど

う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
共
同

生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
会
費
で
あ

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
l

サ
ー
ビ
ス
ガ
開
始
さ
れ
ま
し
た

タ
ッ
ク
ス

ア
ン
サ
l
は
、
税
金
の
相
談
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
回
答
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
は
、
身
近
な
税
金
に
関
す
る
解
説

が
約
3
0
0
種
類
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
番
号

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
(
長
崎
@
2
2
9

9
)
、
プ
ッ
シ

ュ
回
線

(
長
崎
@
7
7
9
9
)

続柄 [

秋め農作業賃金が

決まりました
(単位 :円)

円
H
ド

F
ト
トI ai王書受領者名

手作業 (稲刈) 機械稲メIj 目見 主烹ス凡

l日当たり(食事なし) lOa当たり(食事な し) ハーベスター

男 女 パインダー コンノtイン i袋 (35kg)当たり

4，500 4，000 7，500 10，000 330 

みかん採取 人参堀り取り もみす り

l日当たり(食事なし) l日当たり (食事なし) H表当た り(60kg)

男 女 男 女

4.500 4，000 4，500 3，800 550 電
話
で
、
お
聞
き
に
な
り
た
い
コ
!
ド
の
番

号
(
市
税
務
課
及
び
諌
早
税
務
署
に
備
え
て
あ

り
ま
す
)
を
指
定
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が

コ
l
ド
解
説
を
流
し
て
く
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
諌
早
税
務
署

(宮
@
1
3
7
0
)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会

-
バ
イ
ン
ダ
ー

-
コ
ン
バ
イ
ン

に
よ
る

稲
刈
な
ど
は
結
束
紐
を
合
み
、
ほ
場
な

ど
の
条
件
に
よ
り
初
%
以
内
で
賃
金
増

減
が
で
き
ま
す
。

伺
し
、
も
み
す
り
の
賃
金
は
、
も
み

す
り
組
合
の
決
定
に
よ
り
ま
す
。

什
月

刊

B
i
げ
日
1

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
税
に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
に
そ
の
し
く
み

や
使
い
み
ち
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
上
で
、
正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
こ
の
週
間
を
設
け
、
期
間
中
各

種
行
事
を
行
い
ま
す
。

小
作
料
の
標
準
額
が

変
わ
り
ま
し
た

現
在
、
利
用
中
の
標
準
小
作
料
は
、
日
月
分

よ
り
次
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま
し
た
の
で
目
安

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い。

(
農
業
委
員
会
)

農地の区分 小作科の標準額 f蒲 考

上 29，600円 10a当た り収量が米531旬以上

田
の 中 24，500円 10a当たり収量が米422~530同

下 18，800円 10a当たり収量が米422kg未満

上 10，900円 固定資産等手間服刊酪買78級~槌級

土田
の 中 9，000円 固定資産等級別評価額ô7級~57級

下 6，700円 固定資産等棚|肝佃瀬56級~47級

-7-
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①
山
本
ク
ラ
ブ
(
早
朝
腎
球

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)
、

ク
l
ル
ス
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
)

②
中
学
時
代
ま
で
野
球
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

元
々
野
球
が
好
き
で
、

3
年
位
前
か
ら
今
の

ク
ラ
ブ
に
入
り
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

③
3
度
の
飯
よ
り
野
球
、
ソ
フ
ト
が
好
き
で
、

月
の
う
ち
3
分
の

2
ぐ
ら
い
は
ボ
ー
ル
を
握
っ

て
い
ま
す。

特
に
日
曜
日
は
、
早
朝
野
球
(
朝
5
時
半
か
ら
)

に
始
ま
り
、
そ
れ
が
終
る
と
そ
の
足
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
行
っ
た
り
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ボ
i
ル
と

と
に
ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
す
。
ボ
ー
ル
が
友
だ

ち
で
す
ね
。

ま
た
、
日
月
4
・
5
日
で
行
わ
れ
る
県
民
体

育
大
会
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
市
選
抜
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

④
目
に
ボ
l
ル
が
当
た
り
1
か
月
病
院
通
い
し

L

，F
ふ

た
り
、
左
足
の
靭
世
帯
を
切
っ
て
ド
ク
タ
ー
ス
ト

y
プ
が
か
か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
自
分
へ
の

可
能
性
と
目
標
に
向

っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
市
ま
た
は
県
大
会
優
勝
と
同
時
に
、

-
J 

/ 

福
島
和
紀
さ
ん

(
お
歳
・
木
場
1
丁
目
)
自
営
業

内
容

④③②⑦  
今現入 -い
後在会サま
ののし|活
抱活 た つ 動
負動動ルし
な状機名て
ど況な い
などる
ど ク

フ
フ

φ
大
村
ク
ラ
ブ
(
卓
球
)

②
4
年
前
、

子
供
も
高
学
年
に
な

っ
た
し
、
何

か
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
時
、
広

報
紙
で
卓
球
の
初
心
者
教
室
の
募
集
を
知
り
入

会
し
ま
し
た
。
た
だ
、
半
年
間
は
、
足
の
ケ
ガ

の
た
め
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

③
現
在
会
員
は
お
人
、
初
代
か
ら

ω代
の
女
性

で
す
が
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
毎
日
、

3
1
4
時
間
練
習
し
て
い

ま
す
。
全
日
本
選
手
権
の
予
選
に
出
場
で
き
る

上
山
真
智
子
さ
ん

(
位
歳
・
桜
馬
場
2
丁
目
)
主
婦

い
り
ち
ょ
し
家
族

(重井田町)大浦さん一家

ぽ
く
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

卯
歳
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
邸

歳
で
す
。

ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
し
ぎ

ん
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り、

弟
の
和
博
と
は
、
毎
日
の
よ
う
に

す
も
う
を
と
っ
た
り
し
て
、
と
て

も
元
気
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い。

(茂
樹
)

(大
浦
さ
ん
は
、
ひ
い
お
じ
い
さ

ん
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
健
在
、
9

人
家
族
で
と
て
も
明
る
い

4
世
代

家
族
で
す
。)

a
A一向菊白

こん抱ワ;-11，ーフ
知ヲτ~?

「
大
人
の
甲
子
園
」
と
で
も
い
う
か
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。

森
み
さ
子
さ
ん

(
引
歳

・
田
下
町
)
主
婦

位
の
力
を
つ
け
た
い
と
頑
張
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
と
て
も
難
し
い
で
す
ね
。
試
合
に
負
け
る

と
、
ピ
ン
ポ
ン
玉
が
飛
ん
で
く
る
夢
を
み
る
事

が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
試
合
も
大
事
で
す
け
ど
、
汗
を
流
し

た
後
の
満
足
感
と
健
康
面
で
と
て
も
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。
元
来
身
体
が
弱
か

っ
た
ん
で

す
が
、
卓
球
を
始
め
て
か
ら
、
病
気
し
な
く
な

り
ま
し
た
ね
。

④
先
般
、
県
の
大
会
で
、
同
じ
ク
ラ
ブ
の
印
代

家
に
は
花
が
必
要
で
す
。
花
が
あ
る
と
、
家

の
中
が
華
や
ぎ
ま
す
。

現
在
会
員
は
叩
人
で
、
月
4
回
勤
青
ホ
l
ム

で
華
道
(
安
達
流
)
を
楽
し
む
、
う
ら
若
き
乙

①
田
下
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

②
結
成
さ
れ
て
か
ら
、
も
う
か
れ
こ
れ
H
1
日

年
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
家
庭
の
中
に
入
る

と
汗
を
流
す
と
い
う
事
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
、

そ
こ
で
健
康
守
つ
く
り
も
含
め
て
頑
張
っ
て
み
よ

う
と
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
発
足
と
同
時
に
始
め
ま

し
た
。

命
諌
習
は
毎
週
木
曜
日
、
月
末
に
は
月
例
会
を

設
け
、
反
省
会
や
懇
親
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

時
に
は
他
地
区
と
の
交
歓
試
合
な
ど

で
親
睦
を
深
め
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
印
代
か
ら

ω

代
後
半
ま
予
約
加
入
、
気
心
の
知
れ
た
人
た
ち

の
集
ま
り
で
、
と
て
も
楽
し
く
、
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

④
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま

す
が
、
練
習
を
重
ね
る
と
、
と
て
も
ハ
ー
ド
で

奥
の
深
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

今
後
も
、
地
域
と
の
輪
を
広
げ
、
若
い
人
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
気
軽
に
楽
め
た
ら
い
い
な

!
と
思

っ
て
い
ま
す
。

-8-

-m代
で
ダ
ブ

ル
ス
を
組
み
出
場
さ
れ
た
ん

で
す
が
、
B
ク
ラ
ス
の
部
で
準
優
勝
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
そ
の
頑
張
つ
で
お
ら
れ
る
姿
を
見

て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も

こ
の
方
た
ち
を
励
み
に、

初
心
に
帰
り
、
素
直

な
気
持
ち
で
望
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
、桜
が
原
中
学
校
に
コ

l
チ

と
し
て
時
々
行
っ
て
い
ま
す
が
、
素
直
な
子
供

は
上
達
が
早
い
で
す
ね
。

女
で
す
い

先
生
が
生
け
ら
れ
た
見
本
を
わ
手
本
に
し
て

各
自
生
け
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
自
分
で
考
え
な

が
ら
、
変
化
を
つ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
、
先
生
に
手
直
し
を
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
て
作
品
が
出

来
あ
が
り
ま
す
。
家
に
持
ち
帰
り
、
生
け
直
す

時
の
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
よ
。

ま
た
、
華
道
を
し
て
い
る
と
、
本
当
に
気
持

が
落
ち
着
い
て
き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、

色
ん
な
会
社
か
ら
の
集
ま
り

で
す
が
、
花
が
好
き
な
人
ば
か
り
、
先
生
と

一

緒
に
和
気
あ
い
あ
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

塾
同
ホ
l
ム
は
、
お
お
む
ね

ω歳
ま
で
の
勤
労

者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
是
非
、
皆
さ
ん

も
一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

入
会
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

練
習
日

月
4
回

(水
曜
日
)

午
後
6
時
初
分

1

連
絡
先

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

3
)
 

(宮
⑬
1
3
5

ちゃん (隆平町)

11生まれ

み
美

2

かわ なる

川成

S62. 

あい

相

ドル草場アイ
元気だけがとりえのおしゃべり好きの

女の子です。元気でやさしいおねえち

ゃんになってね・ (母 -京子さん)

視聴覚ライブラリー

市民映 ~ 
zr 

いじめ

画
11月11日(土) 午後2時----3時30分
西大村コミセン 入場無料

〈フィルム名〉
・育てていませんか いじめっ子

られっ子(家庭教育30分)

-七ひきの子やぎ (アニメーション10分)

・赤ずきん (アニメーショ ン10分)

0958・26・5511

< 11月のテーマ〉

月 便でみる健康状態

火 くも膜下出血

水 インフルエンザと予防注射

木 疲れ目

金 強迫神経症

健康テレホレサービス

おしつこがもれる (尿失禁)

-9-

~(B泊さ3守さ~@~抱品

=人形劇団プク公演=

子どもたちに爆発的な人気で読まれている創

作童話を人形劇化したものです

11月27日(用午後6時~ワ時50分
市民会館 1

大村子ども劇場 (雷⑬(063)

大村子ども劇場

人形劇

問い合わせ

土 日



を鍾得L.t:名句1勝行会ん "と

次きん (潟市役所)

み
れ

a
vめ
町
づ
く
り

書
道
ポ
ス

9
』
展

市
内
町
小
中
学
生
を
吋
象
に
、
福
祉
に

聞
す
る
脅
迫
ポ
ス
タ
ー
を
鯵
集
し
ま
し

れ

fz
h~く
さ
ん
町
応
募
作
品
の
な
か
か
ら

田
市
の
作
品
が
選
ば
れ
、
同
月
口
口
、
社

会
福
祉
大
会
に
お
い
て
表
彰
き
れ
ま
し
fも

作
品
は
、
日
月
6
日
附
1
同
日
出
ま
で

大
村
郵
便
同
に
民
主
し
ま
す
。

入
賞
お
は
次
の
と
お
り
で
す

E

舷
後
作
優
秀
の
み
(敬
祢
剛
}

。
符
直
の
酷
H
鮫
健
作

ド
附

m忠
{
大

小
4
)
、
山
上
宏
子

(慨
小
6
)

優
秀

訂
藤
允
問

(
大
小
2
)

入
江
辰

子
(
大
小
5
)

松
田
恭
子

一大
小
6
)

円

r-録コL
a
・
目新本口

Mの動不

9
月
四
口
か
ら

2
日
問
、
札
酬
明
市
で
行

わ
れ
た
ー
会
出
身
体
崎
将
者
ス
ボ

i
y
L入

会
で
、
県
代
炎
と
し
て
出
鴻
し
た
名
切
勝

行
さ
ん
回
と
れ
松
光
次
さ
ん
a

が

外
2

情
計
4
嗣
の
金
メ
ダ
ル
を
僧
畑
町
押
さ
れ
ま
し

金メダル

2人仲良くニコニコ

全国身体障害者

スポーツ大会

。
ポ
ス
タ
ー
の
都
H
舵
優
秀

同
司
麻
生
〈

(し人中
l
}

野
中
山
美

{
大
中
2
)

中
間
旭

(L
人
巾
3
}

優
秀

有
比
竜
也

4
k巾
l
)

浦
川
由

起

{ト人
中
2
)
、
備
本
主
制
(
大
中
3
)

や思
続て融ー吾研

.，・の部
山よ宏子さえの作品

(.'J喝)

f二
c 

。
白
切
さ

ltd
ド
世
間

b

庁
内
リ
却
で

ハ
〆
ド
ボ

ル品川凶
汀
と
守
時

出
山
瑚
、
特

に
.
ハ
J

ド
ポ
ル
続
け
で
は
‘
今
ま
で

の
大
今
h
ι
U
M
を
9
m
近
〈
も
吏
析
す
る
お

8
m
を
マ
ー
ク
し
、
日
本
新
記
U
M
を
退

位
し
ま
LAr-a

む
怯
さ

't山、
1
2ト
肢
師

h

丘
町
却
で

占
り
制
止
と
ハ

J
lポ
ル

H
S
パ
に
出
明

主
れ
ま

E
1

2
人
は
、
パ
ー
ル
ハ
イ
ム
こ
入
所
さ
れ

て
い
ま
す
が
「
i
年
挫
前
か
ら
盆
樺
皆

に
間
ん
で
き
た
c

今
回
2
人
捕
っ
て
、
し

か
も
金
出
場
他
日
目
金
メ
ダ
ル
と
い
っ
鰍

か
し
い
成
績
金
収
め
る
棋
が
で
き
と
て
も

憎
し
い
一
と
相
さ
れ
ま
し
た
&
わ
ぬ
め
ぜ
と

う
-

《

保
母
・
調
理
員

-10 

自
由
臼
国
@
白
3
3
3砂
倒
防
臼
ず

児
章
福
祉
施
慣
な
ど
の
松
口
が
出
窓

や
荊
坑
な
ど
で
休
ん
だ
と
さ
、
臨
時
的
に

聴
聞
し
ま
す

提
出
書
調

-

協
鴨
川
凶
符

(η
氏
准
付
}

語
り
つ
ご
う
原
爆
彼
災

-
保
母

園
理
M
M
な
ど
、
資
絡
証
の
与
し

受
付
岡
田
口
月
四
日
和

申
し
込
み
問
い
合
わ
せ

循
祉
盟
児
鷺
家
彪
係

写
真
展
・
映
写
会
・
体
験
講
話
を
開
き
ま
す

川
叩
埠
が
H
M卜
さ
れ
で
か
一
勺
制
作
た
句
、

被
爆
体
験
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
、

原

修
彼
災
の
築
制
を
よ
り
多
く
の
人
々
、
特

に
怯
い
刊
代
に
ほ
へ

、“核
兵
器
の
恐
ろ
し

き
、
平
仰
の
貧
さ
合
理
桝
L
て
い
た
ど
〈

た
め
間
S
ま
す
句

。
写
真
展

H
川
口
口
幽
i
回
口
明

先
天
性
四
肢
障
害
児

午
前
8
時
泊
分

t'午
後
5
時

。
眠
写
室

日
月
山
口
釦

午

前
叩
時
t

，

午
後
3
時

(
問
時

映
)

。
檀
埋
博
瞳
慣
蹟

H
月
四
臼
日

H
時
l
(
的
1
時
間
程
度
)

喝
所

市
コ
ミ
セ
〆

午

円可

(者
)
の

明日盟国llt
ポスターの鰯

中窪..ーさんの作品

{大中3)

平成2年度

放課後の学童保育児童募集
~~量 宍{動き、由子、父子霊庭の刀ギツ子(新年宣〉
時間 下岐路~午後5時30分

場所 さ〈らんI~クラブ(申央卸権圏内〉
申し込み 随時受け旬けま守。

問い合わせ 大何学童保育さくらんまつラブ 山本 (宮午

後@3339、夜@ア 364)

集
団
検
診
を
行
い
ま
す

先
天
性
凹
腔
陣
容
児
父
母
町
会
で
は

生
ま
れ
つ
き
干
、
足
、
必
よ
ぴ

指

耳

会

ど
が
欠
出
し
慢
能
障
符
の
あ
る
人
た
ら
の

た
め
に
‘
愉
米
間
砂
酵
を
尖
施
し
ま
す

臼
時

H
H日
日
川
午
前
回
時
1
目
時

ま
で
(
畳
付
}

岨唱扇

民
崎
市
一
レ
身
障
待
者
福
祉
宇
ノ
タ

(
長
崎
市
恨
の
町
5
l
l
市
民
会
館
内
包

民
崎
骨
o
I
5
5
)

安
齢
判

舞
科

持
っ
て
〈
る
も
の
母
子
手
帳

柚
齢
匡

帝
i

州
大
学
匝
学
部
助
融
担

本
団
組
問
郎

『3
だ
み
つ
し
ろ
・
ユ
医
帥

申
し
込
み

問

い
合
わ
せ

佐
藤
節
子
(
長
崎
市
女
町
都
4
丁
目
指

1

1
1
1
0
2
8
艮
崎
@
3
1
2
7
)



五三
宅ヶ、

ーム

-11月刊日は)・11月12日旧)
心をつ会<'-;::のネ J トワーク さ

わやか栢佐川舎がさき89をテ マ

に、問i値されます。

借
権
る
子
は
危
な
い

泣
〈
チ
は
枇
わ
れ
る

管
は
寝
る
子
は
育
つ
と
い
っ
て
手

の
か
か
ら
な
い
良
い
子
だ
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
c

で
も
、
核
家
臨
化
し
た
現
代
は
、

ζ

の
言
集
も
改
め
な
い
と
、
や
は
り
宮
間

発
述
週
滞
児
に
育
て
て
し
ま
う
危
険
性
が

大
き
い
の
で
す
@

諌早文it全館、諌早市営球場、

諌早商軍高校

講演会パザー、福祉機器展

など

長崎県 県社会福祉協議会

場所

催 L

主ill

その
2

す
や
す
や
と
眠
っ
て
ば
か
り
い
る
赤
ち

の
V

ん

は

授

乳
の
時
守
、
渇
あ
み
の
時
以

外
は
綱
手
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
巴
そ
の

監
少
な
い
チ
ャ
μ
ス
さ
え
だ

Z
勺
て
側

諸
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
e

ニ
の
亦
ち
ぺ

ん
は
司
裁
を
聞
く
機
会
が
隆
一
い
の
で
す
.

逆

に

赤

ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
e

錐
か
が
と
ん
で
行
っ
て
「
ど
う
し
た

の
、
ど
つ
し
た
の
』
と

.
Nを
か
け
、
荊

気
で
は
な
い
か
熱
は
な
い
か
虫
に
刺

さ
れ
て
は
い
な
い
か
と
、
声
を
か
け

一』

と
ば
を
か
け
.
じ
に
か
け
て
脊
児
を
し
ま

す
e
戸
を
か
け
、
よ
と
ば
を
か
け
て
も
ら

え
る
の
で
同

F
Hか
せ
っ
ぱ
な
し
じ
さ

れ
て
も
、
同
く
子
は
教
わ
れ
句
曜
る
予
は

危
な
い
の
で
す
e

一
老人保健医療費を

お知らせします

一

老人医療受給者の皆さんが、病気やケ

ガで受註された4月分の医策費を、 11月
上旬にお知らせLます。

市で"、睡崎監斉 {検骨)、檀m教幹

瞳附相談および訪問指導などの保闘五

を其施Lています含検診は 必ず受けて

柑討の早期発見、早期治療をし、掛け、瞳

哨廿理に寄めま Lょう，

問い合わせ 福柾課福祉悼

一

テ
ー
プ
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
、

揖
械
に
頼

る
と
危
な
い
。

あ
る
と
こ
ろ
に
、
ピ
ア
ノ
製
の
先
生
が

あ
り
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
の
先
止
で
す
か
ら

か
わ
い
い
我
が
子
を
ト人
音
楽
家
に
育
て
た

い
と
願
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
c

3
歳
か
ら
で
は
浬
す
ぎ
る
、

O
緩
か
ら

の
オ
能
開
発
な
ど
と
い
う
こ
と
ば
も
聞
き

ま
す
巴
対
い
明
に
聞
い
た
「
尖
聞
の

-
T
i

プ
を
か
け
て
穫
れ
ぽ
、
内
民
〈
覚
え
る
」
と

い
う
括
も
想
い
出
し
ま
し
た
。

考
え
た
お
母
さ
ん
は
、
名
演
奏
を
テ
ー

プ
に
と
っ
て

O
殺
の
赤
ち
ゃ
ん
の
枕
広

で
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
e

む
の
中
で
は

「
ニ
れ
で
良
し

O
械
の
う
ら
か
ら
名
誠

発
金
聞
か
せ
て
お
け
ば
、
物
心
つ
い
た
慣

に
は
、
音
楽
町
セ
ン
ス
按
詳
の
ネ
止
に
行
っ

て
い
る
は
ず
だ
。
一
と
思
い
な
が
ら
赤
ち

ゃ
ん
の
枕
冗
を
怖
か
に
厳
れ
、
ピ
ア
ノ
の

レ
ノ
ス
ン
宅
へ
向
っ
た
の
で
し

rz

「耳
と
ニ
と
ぱ
一
の
相
詰
H
M

渡
辺

ぷ
剖
先
生

一

敏老の日にちなみ
福祉施設等に

多額の浄財を寄付

口ごろから植祉の地進に意を注い

でいた戸いているi蜘好会館代表取締

世帯九松干氏法、敬老町日にらな

んで市を通じて、次の施設などlニ

多額の冷防を窃付されま l-t: 0 あり

てLLLLL111hサンライ

フ 清和聞に絡10百円・杜会福祉協

議会20万円・社告福祉基金30万円 }

ー一一ーーーー

時宅

寄

‘
呆
性
常t

i
l
l
-さ
1
J
I
U
3
7

封
象
者

同
月

1
日
現
在
、
同
級
以
1
で、

火
付
市
に
1
年
以
上
居
住
し
、
居
宅
に
お

い
て
、

6
か
M
月
以
上
ね
た
き
り
ま
た
は
、
出

来
老
人
の
食
事
入
浴
排
便
な
ど
日

常
生
活
に
つ
い
て
介
必
を
し
て
い
る
人
。

※

3
か
月
以
上
入
院
、
ま
た
は
市
外
の
禍

院
に
入
院
し
て
い
る
老
人
。
ま
た
は
、
重

度
障
害
者
介
議
見
舞
金
な
ど
他
町
見
局

軽費老人ホームサンライフ

g 信匂

。11月1Al特竹絞郎憾による太鼓

午後 i時30分、。llJJ3日幽-5ロl凶作品展示。1Ifl 5 B剛

H'o底午前l楓争30:-';-

II貨須パザ lZ時~

繍芸 午後 1時却分、

金
を
畳
け
た
人
は
除
き
ま
す
。

申
四
手
踊

融
当
す
る
人
は
地
区
民
生

吾
以
を
通
じ
、
出
叩
閉
舎
に
診
断
書
(
新
規

の
岡
崎
合
の
み
O
L
藍
)
を
添
え
て
後
出
し
て

:
ゴ
子
、
。

，、
f
i
t
u

締
め
切
り

H
月
四
日
開

問
い
合
わ
ぜ

楠
祉
関
老
人
福
祉
係

痴呆老人介護の

電話相談

象

終

場

だ

る

を

コ

く

い

j
開

設

て

箆

欄

勺

際

経

ご

た
相

as
じ

あ
醤
凶
器
級

に
電

f
付
気
汎
吋

護

議

ム

必

副

介

介

-

.
剛

の
「

ホ

す

@

人

の

人

ま

包

皐
走
る
め
老
い

，
(、

は保取
た
催
鍍
眼
て

衡

の

饗

し
い
νv
 

勝

別

段

き

-11 



文
化
財
は
大
切
に
/

文
化
財
保
護
強
調
週
間
竹
月
1
臼
1
7
日

h 

珍しいカマポコ型の葺

「今冨キ リシタン墓碑J(今宮町)

広
く
皆
さ
ん
に
、
文
化
財
霊
議

の
レ
を
高
め
て
も
ら
っ
た
め
に
、

-』の
週
間
が
世
け
ら
れ
て
い
ま
す
一-

大
付
市
に
は
合
い
時
代
か
ら
也

光
が
叫
し
て
〈
れ
た
同
氏
的
肘
泌

が
多
く
あ
り
ま
す
e

こ
れ
等
を
、
私
た
ち
は
愛
誕
し

克
也再
会
ど
か
ら
つ
小
す
り
後
世
へ
怯

え
な
け
れ
ば
&
り
ま
せ
ん
a

脅
さ

ん
の
ご
珂
桝
と
ご
協
力
会
心
。
闘
い

花
い
っ
ぱ
い
つ
ォ
l
弓
ム
開
催

花
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
巳

体
ら
し
に
澗
い
や
去
ら
5
を
与

え
る

花

と
み
ど
り
の
あ
や
れ
る

ま
ち
づ
く
り
は、

今
後
ま
す
ま
す

大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
む

B
時

H
H月
時
口
世

午
後
1
時
4
4
時
却
分

川崎
所

市
民
会
附

。a~国
議
師

採
ミ
ド
リ

{白
楽
家
)

A
F
仙X
H
K
鑑
山内
の
聞
=
司
会
信
}

「花
い
っ
と

S
の
お
圏
一

民
崎
叫

共
情

火
村
山

主
{権i

|思成田@臼0'D'0
5主告医fð~O llAJs

各市町村町状況や事務見

l直 Lなどにより I1 fJ 1日

|机 仰 と 制手加
徹収する ことになり ました。

ご了承 くださし、

手艶料を要するもの

・印躍畳録証の交付

l柱 200円

• 
印躍世品j:IT

星
R

4
叩f

 
人

‘・f‘. 
m-切圃

4ヨ1Ce• 
ダ突事b
~"-''"' 

A 

し
ま
す
。

文
化
財
の
一

刑

-
夫仙間
記
念
物

オ

オ

ム
ラ
ザ
ク

ラ
ヤ
イ
チ
イ
ガ
ン
米
間
休

-
名

勝

出

円
融
寺
山巴聞

-
有
形
文
化
財
本
桂
寺
大
村
家

墓
碑
群

・
経
形
民
俗
文
化
肘
鼎
九
踊

“対
イ
刊
踊
神
田
踊

-
史
跡

26
4抗
キ
リ
ン
タ

Jm蝉

宣
教
師
同
成
門

た
村
落
むね
船
礎

跡
な
ど
、
同
や
県
的
文
化
財
指
定

を
受
け
て

い
ま
す
。

そ
の
外

ま
だ
多
〈
町
史
跡
な
と

が
五
々
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

世
会
教
育
問

長
崎
県
ふ
る
さ
と

農
業
ま
つ
り

本
県
で
生
産
さ
れ
た
民
休
務
産

物
を
凶
開
示
、
ま
た
、
そ
れ
を
利
用

ν
た
英
剖
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
出

し
物
が一
汀
わ
れ
ま
せ
印
刷
刷
物
や

加

i
H川
町
即
応

ιあ
り
ま
す
の
で

お
ス
創
刊
じ
む
出
か
け
く
と
き
い

副
日

日
月
出
口
由
1
同
日
間

湯
所

県
ぷ
縫
合
運
動
公
園

(議

ftF322おお.ハイウェイロードレース大会=天正遺欧少年使節
開通記念むり 平成2年 1月14日(目) 帰国400年記念=

お
お
む
ら

ハ

イ
ウ
ェ
イ
ロ
ー
ド
レ
ス
大
会
は
、

畏
崎
自
動
車
道

大
村

武

雄
間
の
開
通

(舎
年
度
末
)
と
、
来
年
、
天
正
遣
畝
少
年

使
節
ガ
帰
国
し
て
4
0
0年
に
怠
る
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
特
に
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
髭
で
も
ガ
参
加
で
き
る
よ
う
巳
、

5
岡
オ
ー
ブ
ン
の
部
を
設
け
ま
し
定
。

2
度
と
な
い
大
会
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か。

コ
ー
ス

大
村
イ
ン
タ
ー
ー
棺
件
イ
ン
タ
ー

聞
の
尚
速
道
路

多
加
料

(ゼ
，
ヶ
ン
保
険
料
を
含
む
}

T
J
a
h
す

プ
ノ
の
部

5
0
0円

雪
小

中

学

生

高
校
生

S
0
0門

主
一

駐

壮

年

1
0
0
0
円

表
膨

主
再

パ
1
ト

1
位
1
同
位
、
賞

状
及
ぴ
食
品

②
容
加
貧

参
加
針
金
以

手

-一主
証

山認
定
者
hv
U

T
J特
別
賞

来

-o
h
オ
ー
プ

ン
は
参
加
貨
の
み
で
す
e

申
込
蹄
切
り

日
月
四
日
大

(当
日
間
印

有
効
)

-12ー

自
中
込
方
通

申
込
書
に
必
要
棋
項
を
記
入

し

持
容
ま
た
は
都
送
し
て
く
だ
さ
い
.

由申
し
込
み
先

お
お
む
ら
ハ
イ
ウ
ふ
イ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
ト入会

m
mM
{玖
島
1
丁

目
話
番
地
市
教
育
ぜ
官
民
会
内
)

郵
送
の
場
合
は
、
参
加
科
分
の
定
額
小
お

位
証
'"
を
同
鈍
し
て
〈
だ
さ
い巴

山中
込
代川
は
次
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す

大
会
事

作

吋

山
役品
川
止
問
受
付
お
よ

び
各
出
張
品川、

市
内
各
小

中
学
問、

山
コ
ミ
セ
J

市
民
体
育
館
出
内
フ

ー
ル

市
内
各
ス
舟

y
山

J

そ
の
他

・
中
込
前
ま
で
に
、

必
ず
隔
師
の
診
断
を
畳
け
て

〈
宅
さ
い

・
参
加
竹
治

申
し
込
み
後
の
取
消
し

ま

た
は
ト
入
会
主
自
の
場
合
で

む
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
ゼ

ト入
会
事
務
叫

(
包
臼

3
5
0
9
.
2
訂
4

1
1
1
何
百
7
9ま
た
法
体

刊
点
)

ち

市
民
ロ
ー
ド
レ
l
ス

犬
舎
は
申
止
し
ま
す

。
ほ
什
は
川

ι一一打
わ
れ
て
い

る
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

之
、
ハ
イ
ウ
イ
ロ

i
ト
レ

ー
ス
大
告
の
間
隔
で
、
A
，
q

手
中

H
し
ま
す

メキシコオリンピック銀メダリスト

君原 健二選手(新日銀)

" ト

，..オープ〆 F マイペースで走 り

歩ける.tt川、仙 コ スJ年齢 Lは制

限ありません 家払必 ぞろいでど

うぞ 恥いす jで も谷加で ，.

1 
般日Ij(. ( 19歳以』

主主L些旦主}
小学生 4年以上男子

ぜ学生 45HJ.上女チ

中学則子、 小学女子

尚段 。ー般リリ f 居高校 役女 f

d首!l'~・2別 f 偽伎 役!d
壮.リJ-(. 40縫代、s<>線以上 J 

l川女千叫代田縫以 1.) 

プ〆の都

制限時間l時間30分以内}

ハ ヲ マ ラ "の節
制限時間 3時間以内}

3 凶の郁

制似時間25分以内J
闘 の 歯応

制~1l・品開"分以内}

議呂車びパー ト

M 

:; k園.-
自‘

10 ...の都

制限時間 l時間以内



お
し
の
世

児
童
読
書
感
想

発
表
大
会

市
内
の
各
小
学
校
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
幻
人
が
発
表
し
ま
す
。

日
時

日
月
3
日
幽

午
前
9
時

会
場

中
地
区
公
民
館

※
な
お
、
駐
車
場
が
少
な
い
た
め

車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館

(
宮

@
2
4
5
7
)
 

嗣
出
制
匹
目

お
間
違
い
の
な
い
よ
う

に
消
防
訓
練
で
す

市
立
病
院
で
は
、

入
院
患
者
の

避
難

・
誘
導
を
目
的
と
し
た
消
防

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
、
非
常

放
送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
為

平
成

2
年
版

県
民
手
帳

予
約
受
け
付
け

サ い
イ ぜ っふ
スc ひ ぱる

ご い さ
9 愛のと
cm 用便 長
× く平IJ 崎
17だな県
cm さ手の

い 帳 情
O で報
す が

の
も
の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い。

日
時

日

月
口
日
樹

午
後
2
時

み
ん
な
の
健
康
教
室

l
第
お
回
糖
尿
病
教
室

l

糖
尿
病
治
療
の
意
義
に

テ
ー
マ

つ
い
て

講
師

一
瀬
允
先
生

・
新
井
勲
先

生

・
後
藤
嘉
樹
先
生

・
宮
本
や
す

子
栄
養
士

日
時

日
月
見
日
出

午

前

9
時

加
分
j

日
時
却
分

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

四
頁

本
冊

別
冊
資
料
編
九
頁

頒
価

4
0
0
円

申
し
込
み

企
画
調
整
課

申
込
期
限

U
月
初
日
制

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病

院

(宮
@

3
1
2
1
⑪
5
1
0
)

青
年
海
外
協
力
隊

秋
の
募
集
説
明
会

日
時
及
び
会
場

・
1
月
7
日

ω
午
後
6
時
初
分

i

9
時
、
長
崎
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
4
階

-
l
月
8
日

制

午

後

6
時
初
分

i
9
時
、
佐
世
保
市
中
央
公
民
館

資
格

初
歳
l
m
U
歳
ま
で
の
男
・

女問
い
合
わ
せ

県
国
際
交
流
課

(
宮
長
崎
⑫
0
3
0
2
)

あ
な
た
が
つ
く
る
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
会

つ
ど
い
の

1
・
2
・
3

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
開
き

方
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

主
催

大
村
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン

協
会

日
時

日
月
お
日

ω
-m日
同

午
後
7
時
1
9
時
ま
で

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

内
容

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
の

す
す
め
方
、
よ

い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
る
に
は
、
ゲ
ー
ム
、
ソ
ン
グ
、

ダ
ン

ス
、
ク
ラ
フ
ト
、

パ
ネ
ル

シ

ア
タ
ー
、
ス
タ
ン
ツ
な
ど

対
象

(
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
が

子
供
の
み
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
)

定
員

叩
人

参
加
費

5
0
0
円
(
資
料
代
)

講
師

日
本
レ
ク
協
会
公
認
指
導

者申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
大
村
レ
ク
協
会
事
務
局

(幸

町
お
j

お
市
コ
ミ
セ
ン
内
)
へ

園

口問

タ.s(
F才¥.

日
時

・
1
月
日
日
出

後
4
時・1

月
目
白
川間

i
午
後
2
時

場
所

大
村
園
芸
高
校

内
容

・
学
科
展
及
び
農
産
物
の

展
示

・
学
校
生
産
物
お
よ
び
実

習
作
品
の
即
売
・
バ
ザ
ー
な
ど

※
当
日
は
、
校
内
へ
の
車
の
乗
り

入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
c

午
前
叩
時
j
午

午
前
9
時
叩
分

県ママコ
ー
ラス

連
盟
演
奏
会

日
時

μ
月
お
日
間

午
前
日
時
叩
分
開
演

会
場

市
民
会
館

出
場

カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
、
大

村
グ
リ
ー
ン
コ
ー
ラ
ス
な
ど
県
内

お
団
体

入
場
料

5
0
0
円

主

催

県

マ

マ
コ

ー
ラ
ス
連
盟

問
い
合
わ
せ

8
8
0
2
)
 

伊
達
清
子
(
宮
@

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
グ

お
は
な
し
の
つ
ど
い

日
時

日
月
日
日
川

ω分
1
2
時
叩
分

場
所

中
地
区
公
民
館

内
容

パ
、
不
ル
シ
ア
タ
ー
・
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー

-ス
ト
ー
リ
ー
テ

ィ
リ
ン
グ
・

影
絵
な
ど

入
場
料

無

料

午
後
1
時

海
抜
免
状
更
新
及
び

失
効
再
受
付
講
習
会

船
舶
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、

免
状
の
更
新
制
度
が
設
け
ら
れ
、

次
の
と
お
り
講
習
会
が
聞
か
れ
ま

す。期
日

・
場
所

・
佐
世
保
漁
民
総
合
セ
ン
タ
ー

日
月
印
日

ω、
ロ
月
4
日
間

-
唐
津
商
工
会
議
所

日
月
お
日
出
、
ロ
月
同
日
出

※
小
型
更
新
は
午
前
9
時
か
ら

小
型
失
効
は
午
後
1
時
か
ら

(
受
け
付
け
は
叩
分
前
ま
で
)

※
詳
し
く
は
、

側
関
門
海
技
協
会

(
下
関
市
東
大
和
町
2
1
3
1
2

5
8
0
8
3
2
@
4
0
2
9
)
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

海
抜

O
mか
ら
の
登
山

日

時

日

月
日
日
目

午
前
6
時

却
分
(
市
役
所
前
集
合
)

コ
ー
ス
市
役
所
j
大
多
武
j
南

川
内
l
五
家
原
岳
j
黒
木
バ
ス
停

下
山

参
加
費

2
0
0
円
(
帰
り
の
交

通
費
は
含
み
ま
せ
ん
の
で
別
に
ご

持
参
く
だ
さ

い
)

申
込
期
限
日
月
日
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
山
岳
会
・
池
野
(
宮
@
1
8

5
4
)
 

演出入場場所 すU 時日

「 コ
和拒料市コ萌時34場2 1月1 和 s
正田 ミ 18 国

之 セン ω 日 ギ a# 

ヲ 之 1 デナイコト
和田

午後 1&  
純子 ジ純7 

時 ヨ子
イ

プジパ 曲田 宇翁ギ

ンコント 等‘ ト1 
スユツ

1) ハ
イア 」二シタ
ギ i ヤ

リ ニ 喜コ i

ス、 ン言 ザ
グソヌ

)民fia 1手1 タノ J 
ト

ほス( L---

か リ M S 
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お
し
ら
せ

第
却
回
少
年
剣
道
大
会

ロ
月
3
日
出

市
民
体
育
館

団
体
戦
・
個
人
戦
・
紅
白

期
日

場
所

種
目

戦申
込
期
限

日
月
日
日
側

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
各
道
場

へ

送
付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
木

体
同

市
民
親
善
卓
球
大
会

日
時

集
合

場
所

市
民
体
育
館

種
目

初
心
者
男
・
女
、
小
学
生

男
・
女
の
各
シ
ン
グ
ル
ス
、

一
般

11 
月
12 
日
(日)

公営住宅入居者募集
| 市営 | 

午
前
9
時

男

・
女
の
各
ダ
ブ
ル
ス
(
l
人
2

種
目
ま
で
参
加
で
き
ま
す
)

参
加
料

無
料

申
込
先

朝
長
靖
彦
(
玖
島
2
丁
目

4
0
5

宮

@
6
5
3
1
)

申
込
締
切
り

口
月
6
円
叩

市
ソ
フ
ド
ポ
ール協〈一一一蹟

スロ
l
ピ
ッ
チ
大
会

参
加
資
格

小
・
中
・
高
校
生
を

除
き
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

期
日

日
月
お
日
間

場
所

市
営
球
場
ほ
か

参
加
費

4
0
0
0
円

申
込
期
限

日
月
初
日
開

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

片

岡

(
宮
@
4
1
7
8
)

秋
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時

μ
月
四
日
回

午

前

9
時

(
雨
天
時

U
月
お
日
同
)

種別 住宅名 戸数 間取 り 家賃(月額町 |

ネ直 松 7 2K 6，000 I 

竹 松 14 3K 7 ， 600~ 

久 原 15 3K 7 ， 800~ 

東諏訪 3 3K 23，200 

久原第二 8 3K 23，800 

種 原 口 l 3K 24，700 

房むアパート 2 3DK 27，200 

2 久 原 3K 6，200 

j也 田 3 3K 8，400 
種 干高 重 3K 20，500 

受け付け 11月6日(月ト11日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限がありますコ

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

種
目

男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

(
A
-
B
ク
ヲ

ス
別
)

参
加
資
格

市
内
在
住
者
(
高
校

生
可
)

参
加
料

1
組
2
0
0
0
円

申
込
期
限

日
月
日
日
出

申
込
方

法

氏

名

・
住
所

・
電
話

番
号
・
ク
ラ
ス
別
を
記
入
し
、
郵

送
で
ク
ラ
ブ
単
位
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
c

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

宮
崎
俊
治
(
原
口
町
1
1
5
4
8

@
7
8
9
4
)
 

文

化

講

溝

会

日

時

日

月

3
日
働

o
T
j
 

q
u
L，ノ

場
所

演
題

講
師

午
前
9
時

向
陽
高
校
体
育
館

楽
し
く
生
き
る
に
は

福
岡
家
庭
教
育
研
究
所

川
添
愛
子
先
生

隠
し
ゅ
う

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

-
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準
備

(
実
技
)
講
習

〈
一
級
〉

期

間

ロ

月

4
日
開
j

日
日
幽

(
6
日
間
)

-
建
築
配
管
技
能
検
定
受
験
準
備

(
実
技
)
講
習

〈
二
級
〉

期

間

ロ

月
4
日
間
j

日
日
幽

(
6
日
間
)

-
T
l
G溶
接
の
墓
礎

(
実
技
)

期
聞
は
月
1
日
倒
1
日
日

ω

(
6
日
問
)

-
N
Cプ
ラ
ズ
マ
ロ
ボ
ッ
ト
。
操
作

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

期
間

ロ
月
2
日
出

・
3
日
間
の

2
日
間

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
〒
制

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
8
⑫

2
3
2
3
)
 

種別 住宅名 戸数間取 り 家賃(月額・円j

片吊μ， 磐 7 ' 2DK~3DK 15，450へ20町ωo
久原第二 5 3DK 21，830 

城 3 3DK 28，530 

種
松山 10 3DK 28.320へ29.870

本小路 6 3DK 
1lt33320，へ91690，570 

2 
戸吊ι. 磐 2 2DK~3DK 

種 中止 山 2 I 3DK 21.11 O~ 23‘170 

| 県堂

※申込者が募集戸数に達した時点で締め

切 ります。

※収入などに制限があります。

申し込み・問い合わせ 県住宅供給公社大

村事務所(宮⑫ 68 2 5) 

臼勾'fJ@0 @(J)0f}&tl;fIJ阜受講書募集

中 央 公 民 館 (幸町25-33 ft54-316l) 

講座名 内 月廿H・ 期 問 対象・定員 講師 (敬称略)

「暮 らしの中の経済」 11月30日、 12月7日 聞記早貯主i1~手隼委員会事務局長

市民大学 -貯蓄 ・生活設計ほか
水曜日 (2回)

成人40人
笹田 貞二郎

1 0:00~ 12・。。 県立国際経済大学助教授

-消費税 ・む金の使い方ほか
山本喜代治

中 I也 区 公 民 館 (松並1丁目246-5 ft53-1376) 

講座名 内
月廿ぞ事 期 間 対象・定員 講師 (敬称略)

版画で作ろう 市内の有名 な史跡を版画にほってカ 12月 2 日 ~25 日
小学4~6年生

大村の
レンダーを作 ります。 (5回)毎週土曜日

男・女 25人 成瀬勝

史跡力レン夕、一
世界にひとつ、自分だけの手づくり ( 5日目のみ月眼目)

教材費 700円
カレンダーに挑戦 しませんか。 13 ・ 30~15:30 

受講料無料です。(教材費は実費)

申し込み・問い合わせ 各公民館へ

-14-

11月15日(水)必着 申し込み多数の場合は抽選 (11月16日) します。

往復ハガキに、 住所・氏名・性別・学校名・学年・電話・希望する教室

を一つ書いてそれぞれの公民館へ申 し込んでくださ い。

申込期限

申込方法
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去三=
宙E

童主
Eヨ

感

想

文

市
立
図
書
館
で
は
、
秋
の
読
書

週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
読
書

感
想
文
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
の

一
般
成

人
(
学
生
を
除
く
)

テ
ー
マ

自
由
、
た
だ
し
読
書
感

想
ま
た
は
、
読
書
体
験
を
内
容
と

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

原
稿
枚
数

4
0
0
字
詰
原
稿
用

紙
5
枚
程
度

締
め
切
り

ロ

月

お

日
川

、

応
募
方
法

の
作
品
は
1
人
1
点

と
し
ま
す
。
②
作
品
の
前
に
題
名

と
住
所
、
氏
名
(
読
書
感
想
の
場

合
は
文
の
終
わ
り
に
書
名
、
著
者

名
、
ま
た
は
編
者
名
)
を
記
入

て
く
だ
さ
い
。
③
応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん。

送

付

先

市

立
図
書
館
(
東
本
町

告

@
2
4
5
7
)

A
吐

0
0
1i

大
村

つ
ば
き
愛
好
会
発
会

日
本
古
来
の
花

「
つ
ば
き
」

の
奥
ゆ
か
し
さ
、
あ
る
い
は
あ
で

や
か
さ
と
花
型
、
色
彩
、
樹
型
、

種
類
な
ど
無
限
の
要
素
を
持
っ
た

つ
ば
き
を
探
究
し
楽
し
も
う
と
、

愛
好
者
を
募
っ
て

い
ま
す
c

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
入
会
し
ま
せ

ご
寄
寸d

z
a
り
が
と
う
ご
a
u
vま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

山
口
ツ
ユ
(
松
原
1
丁
目
)
図
書

5
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
磯
部
泰
宏
(
杭
出
津
1
丁
目
)

5
万
円

V
高
山
幸
三
一
(
宮
小
路
1
丁
目
)

5
万
円

V
瀬
崎
土
栄
(
久
原
1
丁
目
)

3

万
円

(
敬
称
略
)

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
尾
勝
子
(
須
田
ノ
木
町
)

万
円。

一
般
寄
付

清
和
国
へ

V
高
原
生
花
庖
H
生
花

V
園
田
商
庖
日
果
物

V
大
村
郵
便
局
H
小
学
生
か
ら
の

愛
の
た
よ
り
配
達
奉
仕

V
八
木
館
H
映
画
招
待

V
日
本
た
ば
こ
産
業
側

H
た
ば
こ

V
親
奉
会

・
森
安
太
郎

・
宕
井
勝

・

ん
か
。

発
会
式
日
月
比
目
印

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
村
(
宮
@
2
6
8
0
山
口
陶
器

庖
内
)

大
村
走
ろ
う
会
会
員

健
康
増
進
、
体
力
作
り
、
若
さ

を
保
つ
た
め
に
、

一
緒
に
走
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

末
、
水
辰
夫
リ
理
容
奉

10 

中
島
松
一

士
d
々
lv

大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
日
奉
仕

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
高
校
2
年
9
組
H
1
万
9

4
4
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
誠
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
U

3
万
円

V
十
八
銀
行
大
村
支
庖

H
H
万

1

8
0
円

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
帰
イ
チ
ノ
セ
オ
l
ト
サ
ー
ビ
ス
U

6
万
5
千
4
4
3
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
福
島
安
子
(
松
原
本
町
)
ピ
ア

ノ
指
導

V
川
野
岩
五
郎
(
原
口
町
)
書
道

練
習
日

毎

週

日

曜

日

午

前

6

時
か
ら
(
叩
分
1
1
時
間
)

場
所

市
営
陸
上
競
技
場

会
費
年
2
0
0
0
円
(
連
絡
費

等
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島
(
宮
@
4
2
8
2
)

「
鳴
呼
飛
」

ス
タ
ッ
フ

劇
団

来
秋
「
蝶
々
夫
人
」
の
公
演
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
で
も

興
味
の
あ
る
方
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
講
習
も
行
っ

て
い
ま
す
。

練
習
日
毎
週
木
曜
日

・
土
曜
日

(
午
後
7
時

i
m時
)

指
導

V
開
法
寺
信
徒

一
同
日
米

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
ス
ー
パ
ー
中
村
日
ふ
れ
あ
い
動

物
ラ
ン
ド
招
待

V
天
理
教
婦
人
部
H
奉
仕

泉
の
里

へ

V
永
湖
ま
ん
じ

ゅ
う
本
舗
日
ま
ん

じ
ゅ
、
っ

V
谷
口
キ
ク
(
乾
馬
場
町
)
古
着

V
樋
口
成
久
(
久
原

1
丁
目
)

1

万
円

V
峰
栄
次
(
古
賀
島
町
)
ナ
ス
ビ

V
長
与
光
義
↑
(
久
原
1
丁
目
)
2

千
6
2
3
円

V
川
上
国
喜
(
徳
泉
川
内
町
)
花

V
松
林
弘
美
(
松
原
2
丁
目
)
5

場

所

市

コ
ミ
セ
ン

問
い
合
わ
せ
荒
木
ゆ
か
り
(
宮

@
2
2
4
9
)
 

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

資
格

-

U
歳
j
お
歳
未
満
(
昭

和
必
年
1
月
日
日
j
必
年
1
月
比

日
生
ま
れ
)
の
人

万
円
・
バ
ナ
ナ

V
悠
々
会
刊
行
慰
問
・
布
オ
ム
ツ
・

タ
オ
ル

V
大
村
小
学
校
3
年
2
組
外

P
T

A
H
慰
問
・
雑
布

V
田
崎
美
和
子
(
岩
松
町
)
3
万
円

V

一
瀬
白
久
(
荒
瀬
町
)
野
菜

V
松
原
南
部
老
人
会
U
1
万
円
・

タ
オ
ル

V
徳
泉
川
内
老
人
会
(
寿
会
)
奉
仕

V
民
踊
愛
好
会
(
土
・

木
曜
会
)

慰
問
・
菓
子

V
児
島
明
陛
(
本
町
)
ナ
シ

V
宮
原
純
敏
(
小
路
口
本
町
)
巨
峰

V
水
計
老
人
ク
ラ
ブ
H
丸
ボ
i
ロ・

タ
オ
ル
・
石
け
ん

γ
二
東
老
人
会
H
3
千
円

V
民
踊
協
会
1
1
万
円

-
身
長
:
・
1
6
5
叩
以
下

-
体
重
・
:
(
男
)

U

j
日
同
(
女
)

2
11
5
9
 

A
吐

1

1
Fh
U
1
K

-
視
力
・
:
裸
眼
で
両
眼
と
も
1
・

0
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
め
切
り
ロ
月
辺
日
幽

応
募
・
問
い
合
わ
せ

附
長
崎
県

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
(
宮
@

6
1
9
4
)
 

自

衛

官

。
二
等
陸
・
海
・
空
士
(
男
子
)

資
格

問
歳
j
お
歳
未
満
の
男
子

受
け
付
け
随
時

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 

慈
恵
荘
へ

V
上
谷
秀
夫
(
黒
木
町
)
5
万
円

V
置
鮎
優
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

3

万
円

V
出
口
ウ
タ
(
小
路
口
町
)
ナ
ス
ビ

V
東
大
村
小
学
校
日
手
作
り
ペ
ン

ダ
ン
ト
・
歌
・
演
奏

V
水
計
老
人
ク
ラ
ブ
リ
丸
ボ

i
ロ

.
タ
オ
ル
ほ
か

V
吉
田
文
枝
ほ
か
(
乾
馬
場
町
)

丸
ボ

i
口
・
舞
踊
慰
問

V
大
村
市
理
美
容
組
合
H
理
髪
奉

仕サ
ン
ラ
イ
フ
へ

V
永
測
ま
ん
じ
ゅ
う
本
舗
U
ま
ん

じ
ゅ
、
っ
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竹
月
は
市
県
民
税

(
3期
)、

国
民
健
康
保
険
税

(
5期
)
の
納
期
で
す
。

1(B 水) 妊婦教室、1¥ 中地区公民館 13: 00~ 16:00 
15日

妊婦教室(3) 中地区公民館 13 : 00~16 : 00 
(水)

2(B 木) 機能訓練根気の会 福祉セ ンタ- 13 : 30~15:30 1 6 (日木)
1歳6か月児健康診査

市コミセン ②13:00~13 :3 0 

3日 当香医

@資事…14日伏)と同じ

定期巡回献血 市役所 9 :30~ 12: 00 

(金・祝) (内)近藤医院東本町 宮⑬ 1166

(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮⑫4330 17日 成人の健康相談 福祉センター 13:00~15 :00 

(宣言 @⑪ …10日(金jと同じ

5 (日日)
当番医

機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~ 15:3 0

(内・呼)おおつか内科医院西三城町 宮⑧8080 18日
(眼)楠木眼科医院束三城町 宮⑫ 2711 (土)

耳とことばの相談福祉センタ- 13 :00~ 15:00 

6 (日日)
安産教室 市役所 9: 30~11 : 00 ② 9 :30まで 1 9 (日日)

当番医

⑨母子健康手帳、ズボン
(内)南野クリニック乾馬場町 宮⑬ 2233

一般健康相談市役所 13:00~16:00 
(整)貞松病院 東本町 宮⑬ 1161

⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか 2 1 (日列

ワ(日火)

乳幼児健康相談 鈴田出帳所⑦ 9:30~ 11:00 

乳幼児健康相談 福重出帳所 ⑦13:30~15:00 22日

8 (日水)
(水)

妊婦教室(4 ) 中地区公民館 13 : 00~16:00 

妊婦教室(2) 中地区公民館 13:00~ 16:00 
23日 当番医

1 0 (日愈 成人の健康相談福祉セ ンタ ー 13:00~ 15:00 
(木・祝) (内・小)与那城医院池田新町 宮⑪ 5575

⑪40歳以上 ⑫ 出王測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
(外・内)原医院宮小路 1丁目 E⑮ 8427

1 2 (日日) 当香医 26日 当番医

(内)大薗内科医院 松並 1丁目 E⑭ 5546 
(日) (内・小)長崎医院 寿古町 宮⑧ 8615

(庄内)桝本産婦人科内手ヰ医院 大川田町 宮⑮ 8355 (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 宮⑮ 0648

1 3 (巴月)
乳幼児健康相談 市コミセン

27日
乳幼尾健康相談 三浦出張所 ⑦ 9:30~11 :00 

(用)
⑤ 9 : 30~ 11:00...… 0 ~ 6 か 月 の乳児 3歳児健康診査 大村保健所

13:30~ 15:00:......7か月以上の乳幼児 30日
⑪離乳食教室 体) ⑤ 9 :30~ 10:00 、 13:00~13:30 

14決日) 
1歳6か月児健康診査

⑨昭和6 1年 5 月生まれ (60年11 月 ~61年 4 月生

市コミセン ⑤13:00~ 13:30 
まれで、まだ受けていない人も受診してくださ P)
⑪母子健康手張、問診票

⑪昭和63年 4 月 生まれ (62年11 月 ~63年 3 月生 略号の説明 ⑪…対象 ⑧…党け付け ⑪…内容

まれで、まだ受けていない人も受診してください) ⑨...持ってくるもの

⑨母子健康手帳、問診票、お子さ んの歯ブラシ 当番医の診療時間 9: OO~ 18:00 
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人口の動き

72， 1 82 
( 十 65)

34， 445 
( 十 33)

37， 737 

( + 32) 

22， 049 
( 十 58) 

〉内は前月比

10月1日現在

言十

男

女

人口

世 帯 数

-16-

11月の大村ポート (3 日 ~7 日、 11 日 ~16 日三県対抗戦、

23 日 ~28 日オール九州選抜選手権)
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